
企画管理部 情報推進課

企画政策部 地域振興課

ハード事業

移動通信用鉄塔施設整備事業

移動通信用鉄塔施設整備事業

一般会計

35

2.総務費 - 1.総務管 - 7.情報化

　携帯電話不感地帯解消のため携帯電話基地局及び伝送路等を整備する。

測量業務　　　　  2,531,550円

設計監理業務　　 19,632,900円

建設工事　　　　102,764,550円

無線機器等購入　 69,438,600円

整備基地局　７局

生畑小畑局（南丹市日吉町生畑道ノ下28番地7）

中世木西牧山局（南丹市日吉町中世木小谷ノ下3番地3）

畑郷上草局（南丹市日吉町畑郷下前49番地3）

八原子局（南丹市美山町知見家ノ上17番地2）

口芦生子局（南丹市美山町芦生上ノ山28番地4）

熊壁局（南丹市美山町福居新向山23番地2）

音海局（南丹市美山町音海下野70番地3）

事 業 名

細事業名

事業分類

会 計 科 目

政策体系

１１１１....事業事業事業事業のののの概要概要概要概要

２２２２....事業事業事業事業のののの目的目的目的目的とととと必要性必要性必要性必要性

３３３３....事業費事業費事業費事業費のののの推移推移推移推移

４４４４....主主主主なななな事業費事業費事業費事業費のののの内訳内訳内訳内訳

５５５５....事業結果事業結果事業結果事業結果のののの概要概要概要概要

平成23年度　　事業評価（事業活動記録）

事業No. 67

明繰

所管部局

評価表作成者

①施策で目指す目標との関連付け

　人・物・情報を高度につなげ双方向の情報通信基盤をつくる事業。

　地域情報基盤整備事業で構築した情報通信基盤の管理運営を実施する。

②事業を実施する必要性

　携帯電話は多くの方々の現代生活に不可欠なものとなっているが、市の面積の多くは山間地帯であり、今

なお携帯電話不感地帯が存在する。携帯事業者の独自建設も採算等により見込めないことから、市で建設し

情報格差の是正を図る必要がある。

決算額または計画額

財

源

内

訳

うち一般職・嘱託職・臨時職の

給与および共済費等

使用料・手数料等

国 ・ 府 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源

職 員 等 の 従 事 人 員

人 件 費

事 業 費 総 額

194,368
単 位

人 /年

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

0
1,223

167,622
25,500

23
1.00

6,330
200,698

平19決算 平20決算 平21決算 平22決算 平23予算 平24計画 平25計画

－

－

－

千円未満を四捨五入し表示しているので、合計等が一致しない場合がある。

※事業費を要しない場合は「0」、事業を実施しない場合は「空白」で表示。

※
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　移動通信用鉄塔施設整備事業については、平成18年度2基、平成19年度4基、平成21年度10基の整備を完了

し、地元要望については一定完了した。今後の設置については、携帯事業者の自主計画で取り組まれるよう市

として要望していく必要がある。

６６６６....活動活動活動活動のののの詳細詳細詳細詳細

７７７７....所属長評価所属長評価所属長評価所属長評価〔平成20年度から改善した点、今後の展開など〕

【【【【参考参考参考参考】】】】過年度過年度過年度過年度のののの評価評価評価評価

■平成22年度の所属長評価

■平成21年度の所属長評価
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